
山行報告書          山行管理部 

例会山行   長坂山  11 月 27日   Ｌ井  参加 21名(内一般 0名） 

阪急梅田駅 8:30＝神戸電鉄藍那駅発 10:00→藍那小学校 10:10→マリの山 10:50 

→長坂山 11:00→11:45三叉路・昼食 12:10発→藍那古道入口 12:50 

→藍那古道→14:10神戸電鉄藍那駅解散 

天気予報では降水確率が 1日中 80%、予定されていた 3人の一般参加者も出席なしで

会員のみ 21人でのハイクとなりました。遠目に見る紅葉も小雨にかすんで、いまひと

つでした。長坂山道をまりの山、長坂山と早足で進み、下りは滑り易い落葉に注意し、

狭い箇所も通過。昼食は清光寺手前 Y 字三叉路で時折、強くなる雨中で立食。山田の

里からは、コース変更して約４キロ東の箕谷駅へのエスケープも検討しましたが、危

険個所もないため予定通り、藍野古道(義経道)をたどり、出発場所の藍那駅へ戻りま

した。約４時間の雨中トレーニング・ハイクとなりました。 

                       （井 記） 

 

教育部山行  岩登り教室（蓬莱峡） 12月 4日 L高桑 参加 10名 

08:00 阪急宝塚バス停駅前集合～08:30 蓬莱峡着 アイゼン調整、要旨説明～ 

13:00 歩行練習①ｱｲｾﾞﾝなしと着用時のそれぞれの特徴と注意事項の確認の反復

訓練 

～14:30 歩行訓練② ｱｲｾﾞﾝを着用して蓬莱峡の岩峰登山 14:30撤収解散 

会の忘年会翌日に行ったアイゼンワーク訓練に 10人も参加して感激する。 

当日のバスの混雑から蓬莱峡は正月登山訓練の最盛期と思っていたがさほどの人

混みではなくホッとする。砂山も気儘に使用でき、昨年より練習が捗り初心者の上

達度もメキメキと上がる。ビデオで自分のヘッピリ腰をみて修正するなど、指導者

の手腕もいいのかな(笑) 14時ころには雨がポツポツときて朝は青空だったのに天

気予報の精度に感心する。                                     

    （高桑 記） 

 

ウィークデー   二上山   12月 7日  Ｌ定井（喜）  参加 12名 

二上山駅 9：28～専称寺体操 9：55～登山口 10：15～分岐 10：30～合流点 10：45 

～雄岳山頂 11：25～馬の背（トイレ）11：35～雌岳 11：55（昼食）12：30～岩屋

峠 12：45～祐泉寺 13：10～道の駅ふたかみパーク 13：40（トイレ）～二上神社駅

14：25・・・解散      

 



最高の快晴に恵まれ、綺麗な紅葉の山を楽しみながらの楽しい山行が出来た。雄

岳への登りは階段が多かったが、ゆっくり歩き展望もよく疲れが軽減した。昼食場

所の東屋では、「やまがら」の好物？を手の平に載せ呼び寄せる等童心に帰り？楽

しんだ。岩屋峠への下り段差がきつくなっており、路肩を歩いて一人が顔からずり

落ちびっくり。外傷はなく安心した。今後は、段差がきつくても正規の道をゆっく

り下りる事を徹底すべきと反省した。12月のウイークデイであり、解散後、部長、

副部長の提案により阿部野橋での忘年会を行い、次年度に更なる期待を込めお開き

とした。                     （島田 記） 

 

土曜山行  加西アルプス  12月 10日(土)  ＣＬ 原 ＳＬ 森(幾) 

阪神梅田駅 7:42発 ～ 新開地駅 8:24 ～ 粟生駅 9:59 ～ 法華口駅 10:13 

10:35スタート →善坊山登山口 →善坊山 12:00/12:40 →吊り橋 →鎖場 → 

笠松山 14:00 →東屋 →善防中学前 →播磨下里駅 14:50（解散） 

忘年会組：播磨下里駅 15:49発 ～ 粟生駅 16:02 ～ 花隈駅 17:17着 

12 月とは思えない好天に恵まれルンルン気分での山行。善坊山から笠松山など

の岩陵帯で露出した岩の尾根や、吊り橋、鎖場など、登山者を飽きさせることなく 

頂上へと導いてくれました。頂上からの眺めは最高でした。叉、法華口駅構内のパ

ン屋さんはテレビで放映されて居るだけに皆さんご存じで良く売れていました。 

反省点:電車の乗り換えが多かった事が皆さん苦痛ざったかな～と反省してます。 

（原 記） 

 

自然保護  野鳥観察(昆陽池公園） 12月 11 日 L 井
わかし

・目加田 参加 13名 

阪急伊丹駅９：３０  緑道（１０：２０〜２５休憩）  １０：５５昆陽池公園〜 

１２：００昼食１２：４０〜〜１３：５０鳥合せ１４：００解散  緑道 

 駅を出るとすぐに昆陽池！とほとんどの人が思っていた。きれいに整備された、

長〜い緑道を歩き抜けた先に、やっと昆陽池が広がっていた。池の周りを巡りなが

ら、キンクロハジロが多数を占めるカモ類を主に観察した。下見時に観察したオオ

タカ、カワセミに期待していたが、残念ながら姿を見せてくれなかった。しかし、

カイツブリの中に混じるカンムリカイツブリや、ミコアイサの♀を望遠鏡で識別し、

じっくり観察できた事で良しとした。他にコブハクチョウ、ヒドリガモ、ハシビロ

ガモ、ホシハジロ、セグロセキレイ、ジョウビタキなど２７種を観察。そしてきた

ろうならではの探鳥会、２万歩以上完歩！ 

                         （目加田 記） 

 


